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茅
ヶ
崎
市
は
、
海
や
河
川
・

丘
陵
等
の
恵
ま
れ
た
自
然
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
都
市
機
能
が
程
よ

く
近
接
し
た
、
ち
ょ
う
ど
良
い

バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
た
ま
ち
で

す
。
こ
う
し
た
環
境
の
下
、
先

人
た
ち
が
築
き
上
げ
た
歴
史
や

市
民
が
創
る
文
化
、
寛
容
な
風

土
は
ま
ち
の
大
き
な
魅
力
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
を
惹ひ

き
つ
け
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、人
口
構
造
の
変
化
等
、

ま
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
も
、
誰
も
が

自
分
ら
し
く
、
心
豊
か
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
で

未
来
を

　創
る

人口減少など、大きな課題を
克服するためには、これまで
の延長線上だけで考えるので
はなく、新たな発想によりま
ちづくりが進められているこ
とを示す。みんなで

茅ヶ崎に関わる全ての人との連携や協働の深化するとともに、一人一人の個性が発揮されたまちづくりが進められていることを示す。

活力

活力笑
顔

みんなで

未
来
を

　創
る

全ての人の人権が尊重され、
誰もが自分らしく、将来に
向かって希望を持って、豊
かな日々を過ごすことがで
きている姿を示す。

茅ヶ崎に関わる全
ての人との連携・
協力を深化すると
ともに、一人一人
の個性が発揮され
たまちづくりが進
められていること
を示す。

人口減少など、大きな課題を
克服するためには、これまで
の延長線上だけで考えるので
はなく、新たな発想によりま
ちづくりが進められているこ
とを示す。

茅ヶ崎で活動する全

ての人がそれぞれの

能力を発揮し、活躍

することで、まちづ

くりの原動力である

市民活動や地域経済

が活性化している姿

を示す。

笑顔と活力にあふれ
	 みんなで未来� を創るまち 茅ヶ崎

第 
1 
章  �

社
会
が
成
熟
す
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
の
本
格
化
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
深
刻
化
す
る
地
球
温

暖
化
、
大
規
模
な
自
然
災
害
の
多
発
等
、
多
く
の
新
た
な
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
課
題
に
対
応
し
、
次
代
に
責
任
を
果
た
す
こ
と
で
、
茅
ヶ
崎
市
が
今
後
も
持
続
可
能
な
ま
ち
で
あ
り
続

け
る
た
め
、
将
来
の
都
市
像
を
次
の
と
お
り
定
め
ま
す
。

茅
ヶ
崎
市
の
目
指
す
将
来
の
都
市
像

第
2
編
　
総
合
計
画

資
料
編

第
1
編
　
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
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章
　
茅
ヶ
崎
市
の
目
指
す
将
来
の
都
市
像

　
第
2
章
　
目
標
年
次



あ
り
続
け
る
た
め
に
は
何
を

な
す
べ
き
か
、
知
恵
を
出
し

合
い
、
手
を
取
り
合
っ
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

自
然
の
恵
み
や
心
地
よ
い

暮
ら
し
、
そ
こ
で
培
わ
れ
た

歴
史
や
文
化
、
風
土
を
大
切

に
守
り
な
が
ら
、
未
来
に
向

か
っ
て
新
た
な
魅
力
の
創
出

に
挑
戦
し
続
け
る
た
め
、
全

て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

誰
も
が
自
ら
の
力
を
発
揮
し
、

時
に
は
支
え
合
い
、
時
に
は
高

め
合
い
、
共
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
を
創
っ
て
い
き
ま

す
。

第 

2 

章  

目
標
年
次

令
和
3
（
2
0
2
1
）
年
度
を
初
年
度
と
す
る
こ
の
総
合
計

画
の
目
標
年
次
は
、令
和
12
（
2
0
3
0
）
年
度
と
し
ま
す
。

未
来
を

　創
る

人口減少など、大きな課題を
克服するためには、これまで
の延長線上だけで考えるので
はなく、新たな発想によりま
ちづくりが進められているこ
とを示す。みんなで

茅ヶ崎に関わる全ての人との連携や協働の深化するとともに、一人一人の個性が発揮されたまちづくりが進められていることを示す。

活力

活力笑
顔

みんなで

未
来
を

　創
る

全ての人の人権が尊重され、
誰もが自分らしく、将来に
向かって希望を持って、豊
かな日々を過ごすことがで
きている姿を示す。

茅ヶ崎に関わる全
ての人との連携・
協力を深化すると
ともに、一人一人
の個性が発揮され
たまちづくりが進
められていること
を示す。

人口減少など、大きな課題を
克服するためには、これまで
の延長線上だけで考えるので
はなく、新たな発想によりま
ちづくりが進められているこ
とを示す。

茅ヶ崎で活動する全

ての人がそれぞれの

能力を発揮し、活躍

することで、まちづ

くりの原動力である

市民活動や地域経済

が活性化している姿

を示す。

笑顔と活力にあふれ
	 みんなで未来� を創るまち 茅ヶ崎

第2編  >	第1章　茅ヶ崎市の目指す将来の都市像
	 第2章　目標年次
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凡　　　例

河 川
環 状 道 路
幹線道路(計画・構想)
幹 線 道 路
自 動 車 専 用 道 路
鉄 道
農 地・集 落 ゾ ー ン
緑 地・公 園 ゾ ー ン
工 業・業 務 ゾ ー ン
多 目 的 ゾ ー ン
住 居 系 ゾ ー ン
集 約 市 街 地 ゾ ーン
商 業・業 務 ゾ ー ン

水とみどりのつながり

広 域 交 流 軸

景 観 拠 点

交 流 拠 点

生 活・防 災 の 機 能

都 市 拠 点

を 持 つ 拠 点

藤沢市健康と文化の森・いずみ野線延伸

ツインシティ構想

里山公園周辺
県立茅ケ崎

駒寄川小出
川

下寺尾
遺跡群周辺

香川駅

浄見寺周辺

香川駅
周辺地区

新駅構想
赤羽根周辺

千ノ川

北茅ケ崎駅
辻堂駅

辻堂駅西口
茅ケ崎駅北口
周辺地区

茅ケ崎駅

周辺地区
茅ケ崎駅南口

ヘッドランド周辺
中海岸漁港地区

（グランドプラン地区）

周辺地区

・柳島海岸周辺
柳島向河原地区

浜見平地区

川
模
相

市民の森
・清水谷
　周辺

海
岸
や
河
川
、
丘
陵
は
、
本
市
の
都
市
イ
メ
ー

ジ
を
形
成
す
る
代
表
的
な
自
然
資
源
お
よ

び
景
観
資
源
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
豊
か
な

自
然
や
魅
力
あ
る
景
観
の
保
全
・
整
備
を
目
指
す

と
と
も
に
、
生
物
多
様
性（
※
）
を
保
全
し
ま
す
。

　

茅
ケ
崎
駅
、
辻
堂
駅
西
口
お
よ
び
香
川
駅
等
の

周
辺
は
、「
都
市
拠
点
」
と
し
て
位
置
付
け
、
都

市
機
能
の
集
約
を
促
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
浜
見

平
地
区
は
、「
生
活
・
防
災
の
機
能
を
持
つ
拠
点
」

と
し
て
位
置
付
け
、
機
能
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

幹
線
道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
東
西
方
向

お
よ
び
南
北
方
向
の
幹
線
道
路
網
を
格
子
型
に
結

び
、
骨
格
道
路
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

国
道
1
3
4
号
は
「
広
域
交
流
軸
」
と
し
て
位
置

付
け
、
沿
岸
部
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
育
む

場
を
つ
な
ぎ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
環
状
道
路
の
整
備

や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
、
環
境
に
配
慮
し
つ

つ
、
歩
行
者
や
自
転
車
を
中
心
と
し
た
交
通
体
系

へ
の
転
換
を
目
指
し
ま
す
。

出典 / ちがさき都市マスタープラン
（令和元年 (2019 年）6 月策定）

凡　　　例

河 川
環 状 道 路
幹線道路(計画・構想)
幹 線 道 路
自 動 車 専 用 道 路
鉄 道
農 地・集 落 ゾ ー ン
緑 地・公 園 ゾ ー ン
工 業・業 務 ゾ ー ン
多 目 的 ゾ ー ン
住 居 系 ゾ ー ン
集 約 市 街 地 ゾ ーン
商 業・業 務 ゾ ー ン

水とみどりのつながり

広 域 交 流 軸

景 観 拠 点

交 流 拠 点

生 活・防 災 の 機 能

都 市 拠 点

を 持 つ 拠 点

藤沢市健康と文化の森・いずみ野線延伸

ツインシティ構想

里山公園周辺
県立茅ケ崎

駒寄川小出
川

下寺尾
遺跡群周辺

香川駅

浄見寺周辺

香川駅
周辺地区

新駅構想
赤羽根周辺

千ノ川

北茅ケ崎駅
辻堂駅

辻堂駅西口
茅ケ崎駅北口
周辺地区

茅ケ崎駅

周辺地区
茅ケ崎駅南口

ヘッドランド周辺
中海岸漁港地区

（グランドプラン地区）

周辺地区

・柳島海岸周辺
柳島向河原地区

浜見平地区

川
模
相

市民の森
・清水谷
　周辺

第 
3 
章  

将
来
の
都
市
構
造

※
生
物
多
様
性
：

生
き
も
の
の
豊
か
さ
の
こ
と
。

「
生
態
系
の
多
様
性
」「
種
の

多
様
性
」「
遺
伝
子
の
多
様
性
」

と
い
う
三
つ
の
レ
ベ
ル
で
の
多

様
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

将来都市
構造図

第
2
編
　
総
合
計
画

資
料
編

第
1
編
　
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
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3
章
　
将
来
の
都
市
構
造
　
　
　
第
4
章
　
行
政
運
営
の
基
本
姿
勢



第 

4 

章  �
行
政
運
営
の
基
本
姿
勢

将
来
の
都
市
像
の
実
現

に
向
け
、
社
会
の
変

化
を
的
確
に
捉
え
、
柔
軟

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
未

来
に
向
か
っ
て
果
敢
に
挑

戦
す
る
た
め
の
行
動
指
針

と
し
て
、
行
政
運
営
の
基

本
姿
勢
を
次
の
と
お
り
定

め
ま
す
。

　

ま
た
、
茅
ケ
崎
駅
や
辻
堂
駅
西
口
周
辺
の
市
街

地
は
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
都
市
機
能
の
集

積
を
図
る
と
と
も
に
、
周
辺
に
広
が
る
市
街
地
は
、

地
区
の
特
性
に
配
慮
し
な
が
ら
、
住
宅
地
、
工
業・

業
務
地
、
自
然
地
に
類
型
化
さ
れ
た
土
地
利
用
の

下
、
良
好
な
市
街
地
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

❶�市民との双方向のコミュニ
ケーション

積極的な情報発信により、行政の
説明責任を果たすことで、市民と行
政がさまざまな情報を共有し、相互
理解をさらに深め、信頼し合える関
係を構築します。

また、さまざまな主体との対話や
交流の場を充実させ、市民主体のま
ちづくりを推進します。

❷�市民が力を発揮できる 
社会の構築

人口減少や少子高齢化のさらなる
進展等、社会構造が大きく変化する
中、民間の団体や企業をはじめとす
る多様な主体がそれぞれの価値観で
活動することで、社会的課題の解決
に結びつくよう、相互の連携をコー
ディネートし、市民一人一人が自らの
力を発揮できる社会を構築します。

❶�変化に迅速な対応がとれる
職員力・組織力の向上

急激に変化する社会環境を的確に
捉え、柔軟に対応するとともに、こ
れまでの手法や考え方にとらわれる
ことなく、新たな発想により積極果
敢に挑戦できる仕組みを構築し、社
会環境の変化に迅速な対応がとれる
職員力・組織力の向上を図ります。

❷�質の高い行政サービスの
提供

人口減少という社会の大きな転換
点を迎えるに当たり、全ての市民が、
安心した生活を送れるよう、先進技
術を積極的に活用するとともに、民
間の団体や企業との協働、周辺自治
体等との連携により、質の高い行政
サービスの提供に努めます。

❸�未来に責任を持つ 
行政経営

厳しい財政状況が見込まれる中に
おいても、多様化・複雑化する市民
ニーズに対応するため、客観的なデー
タなどの証拠に基づく政策の立案や、
事業の見直しや重点化を図るなど、
本市が将来にわたって持続可能なま
ちであり続けられるよう、戦略的な行
政経営を行います。

市民との
関係の深化

未来創造への
挑戦

第2編  >	第3章　将来の都市構造
	 第4章　行政運営の基本姿勢
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第 
5 
章  

政
策
目
標
将
来
の
都
市
像
の
実
現
に
向
け
て
長
期
的
な
展
望
に
た
ち
、
10
年
間
の
総
合
的
な
政
策
展
開
の

方
向
性
と
し
て
、
次
の
と
お
り
政
策
目
標
を
定
め
ま
す
。将 来    　  都 市 像 の 実 現 に 向 け た 行 政 経 営

 

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

を
目
指
す
S
D
G
s
の
理

念
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
な
ま
ち
で
あ
り
続
け

る
こ
と
を
目
指
し
、
多
様
な

主
体
と
の
連
携
・
協
力
に
よ

り
取
り
組
み
を
進
め
る
本
市

に
も
あ
て
は
ま
る
も
の
で
す
。

行
政
と
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
（
※
）
の
間
で
、

S
D
G
s
と
い
う
共
通
言
語

を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
政
策

目
標
の
共
有
と
連
携
促
進
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化

が
実
現
し
、
地
域
課
題
解
決

に
向
け
た
自
律
的
好
循
環
を

生
み
出
す
こ
と
が
可
能
と
な

る
こ
と
か
ら
、
各
政
策
目
標

の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み

～茅ヶ崎市総合計画とSDGs～

地
域
が
活
力
に
あ
ふ
れ
、交
流
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

2

共
に
見
守
り
支
え
合
い
、誰
も
が
健
康
に
暮
ら
す
ま
ち

3

誰
も
が
い
つ
で
も
学
べ
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
ま
ち

4

豊
か
な
自
然
と
共
存
し
、心
地
よ
い
生
活
環
境
の
あ
る
ま
ち

5

子
ど
も
が
希
望
を
持
っ
て
健
や
か
に
成
長
し
、

次
代
を
担
う
ひ
と
が
育
つ
ま
ち

1

第
2
編
　
総
合
計
画

資
料
編

第
1
編
　
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
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策
目
標



※
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
：

行
政
や
企
業
、
N
P
O
等
の

利
害
と
行
動
に
直
接
・
間
接

的
な
利
害
関
係
を
有
す
る
者

の
こ
と
。

将 来    　  都 市 像 の 実 現 に 向 け た 行 政 経 営

が
、
ど
の
S
D
G
s
に
寄
与

す
る
か
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　
政
策
目
標
と
S
D
G
s

の
関
係
性
を
示
す
た
め
、

各
政
策
目
標
の
ペ
ー
ジ
に

S
D
G
s
の
ア
イ
コ
ン
を
表

示
し
て
い
ま
す
。（
S
D
G
s

の
詳
細
は
P
31
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。
政
策
目
標
と

の
関
係
の
詳
細
は
P 

64
―
65

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。）

主要課題（P36～39）と
政策目標の対応関係図

将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
た
行
政
経
営

連
携
や
協
働
の
深
化

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

茅ヶ崎市の主要課題

子どもが希望を持って
健やかに成長し、次代を
担うひとが育つまち

共に見守り支え合い、
誰もが健康に暮らすまち

豊かな自然と共存し、
心地よい生活環境の

あるまち

地域が活力にあふれ、
交流とにぎわいの

あるまち

誰もがいつでも学べ、
生きがいを持って

自分らしく暮らすまち

安全で安心して
暮らせる、

強くしなやかなまち

利便性が高く、魅力的な
都市空間が整うまち

政策目標1

政策目標2

政策目標3

政策目標4

政策目標5

政策目標6

政策目標7

第2編  > 第5章  政策目標

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、強
く
し
な
や
か
な
ま
ち

6

利
便
性
が
高
く
、魅
力
的
な
都
市
空
間
が
整
う
ま
ち

7
子育てを取り巻く

環境変化への対応と
切れ目のない支援

活力ある
地域経済づくり

超高齢社会に
対応した

仕組みの構築

茅ヶ崎らしい自然
環境の保全と活用

地域共生社会の
実現

全ての人を地域の
一員として受け入れ、
支え合う社会の実現

人口変化に対応
した都市づくり

未来を拓
ひら

く
人材の育成

安全・安心の確保

47



政策目標

2030年の
ありたい姿

成果指標
現状値

令和元年度
（2019）

中間目標値
令和7年度
（2025）

最終目標値
令和12年度
（2030）

① 「子どもを育てやすい環境」への
市民の満足度 35.8% 35.8% 37%

②
「自分には良いところがある」と思
う児童の割合（小学 6 年生）
＊現状値は令和 2（2020）年度

83.0%＊ 86.3% 87%

③
「自分には良いところがある」と思
う生徒の割合（中学 3 年生）
＊現状値は令和 2（2020）年度

77.0%＊ 77.9% 80%

妊
娠
期
、
出
産
期
、
乳
幼
児
期
か
ら

学
齢
期
を
経
て
、
子
ど
も
た
ち
が

成
長
す
る
過
程
で
、
全
て
の
子
ど
も
と

保
護
者
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
え

て
、
地
域
の
見
守
り
を
は
じ
め
と
す
る
、

多
様
な
主
体
で
子
育
て
を
支
え
る
仕
組

み
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

の
中
で
、
子
ど
も
が
希
望
を
持
っ
て
健
や

か
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
の
機
会
を

通
じ
て
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な

り
、
子
ど
も
た
ち
が
学
び
合
い
、
育
ち
合

い
、
そ
の
成
長
を
支
え
合
う
教
育
環
境

が
整
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
多
様

性
を
認
め
合
い
な
が
ら
共
に
学
び
、
共
に

育
つ
共
生
社
会
の
担
い
手
と
し
て
、
よ
り

良
い
社
会
や
人
生
を
切
り
拓ひ

ら

い
て
い
く

た
め
の
「
生
き
る
力
」
が
育
ま
れ
て
い
ま

す
。

01

関連SDGs

子
ど
も
が
希
望
を
持
っ
て
健
や
か
に

成
長
し
、次
代
を
担
う
ひ
と
が
育
つ
ま
ち
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1

2

子ども・若者・子育て支援の
充実

未来を拓
ひら

く力を育む
教育の推進

02

■	 社会において自立的に生きるための基礎を培うた
め、地域のさまざまな資源を教育に活用し、多様
な人との出会いやさまざまな体験・経験を通して、
児童・生徒の確かな学力、豊かな人間性と自律性、
健やかな体を育みます。

■	 共生社会の実現に向け、障がいのあるなしにかか
わらず、一人一人の能力や特性を踏まえた上で、子
どもが共に学び合い、支え合うことを目指す教育（イ
ンクルーシブ教育）を推進します。

■	 児童・生徒一人一人に向き合い、きめ細かな教育活
動が行えるよう、教職員が本来の業務に専念でき
る環境づくりを推進します。

■	 教育の質の向上を目指し、適正な人材の確保や、
教職員の資質向上に努めます。

■	 児童・生徒が安全・安心な学校生活を送るとともに、
健やかに成長することができる環境を整備します。

■	 妊娠期、出産期、乳幼児期の環境に応じたきめ細
かな支援を通じて、子どもと保護者の心身の健康
を守ります。

■	 子どもの成長段階や保護者のライフステージに応
じた切れ目のない支援を通じて、安心して子育てす
ることができる環境をつくります。

■	 行政・地域・関係機関の連携を強化し、地域全体
で子育てを支援します。

■	 多様化する保育ニーズに対応するため、将来の需
要を見据えて保育の場の確保に努めるとともに、保
育サービスや放課後支援等の充実を図ります。

■	 保育の質の向上を図るため、保育士の負担が軽減さ
れるよう保育環境を充実するとともに、保育士の資
質・専門性の向上に向けた人材育成を推進します。

■	 子ども・若者が抱えるさまざまな不安や悩みに寄り
添い、社会に置き去りにされることがないよう、地
域の中で安心して過ごすことができる環境づくりを
推進します。

取り組みの方向性

第2編  > 第5章  政策目標
1　子どもが希望を持って健やかに成長し、次代を担うひとが育つまち

　

ど
ん
な
と
き
に
子
ど
も
を
褒

め
て
い
ま
す
か
？
う
ま
く
い
か

な
い
結
果
に
目
が
向
い
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
視
点

を
変
え
る
と
、
子
ど
も
の
行
動

の
中
に
で
き
て
い
る
こ
と
や
頑

張
り
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。「
○
○
で
き
た
ね
」
と

具
体
的
に
褒
め
る
と
、
子
ど
も

は
何
が
褒
め
ら
れ
た
の
か
を
理

解
し
、
次
の
行
動
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
褒
め
ら
れ
た
り

自
分
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
て

も
ら
え
た
り
し
た
体
験
に
よ
り
、

自
分
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
る
と
と
も
に
、
自
己
肯
定

感
を
育
む
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

広げましょう！
みんなで褒めて
子育てサポート

みんなで行
アクション

動 !
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政策目標

2030年の
ありたい姿

成果指標
現状値

令和元年度
（2019）

中間目標値
令和7年度
（2025）

最終目標値
令和12年度
（2030）

① 「地域経済の活性化に向けた取り組
み」に対する市民の満足度 33.2% 33.2% 35%

② 「市内での多様な働き方や働く場の
創出」に対する市民の満足度 12.1% 12.1% 14%

地
域
経
済
を
担
う
市
内
事
業
者
の

活
発
な
事
業
活
動
や
、
地
域
特

性
を
生
か
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向

け
た
取
り
組
み
、
農
地
や
漁
港
の
持
つ

多
面
的
な
機
能
を
生
か
し
た
取
り
組
み
、

自
然
環
境
や
歴
史
・
文
化
等
の
地
域
資

源
を
活
用
し
た
観
光
振
興
の
取
り
組
み

等
に
よ
り
、
ま
ち
は
市
内
外
か
ら
訪
れ

る
人
で
に
ぎ
わ
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

が
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
活
力
に
満
ち
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
主
体
が
連
携
・
協
力

す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
働
き
や
す
い
環

境
が
整
う
と
と
も
に
、
働
く
場
や
創
業

の
機
会
が
増
え
、
年
齢
や
性
別
、
障
が

い
や
国
籍
等
に
左
右
さ
れ
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
、
自

分
ら
し
い
働
き
方
、
生
き
方
を
実
現
で

き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、「
ま
ち
」の
魅
力
、「
ひ

と
」
の
力
を
効
果
的
に
生
か
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
の
創
造
や
雇
用
の
創
出
、
多
様
な

働
き
方
へ
の
対
応
が
進
み
、
地
域
経
済

の
好
循
環
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

01

地
域
が
活
力
に
あ
ふ
れ
、

交
流
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

関連SDGs
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取り組みの方向性

1

2

地域経済の
活性化

多様な働き方と働く場の
創出

02

■	 ライフスタイルが多様化する中、子育てと仕事の両
立やワーク・ライフ・バランスの確保等、それぞれの
ライフステージにあわせた働き方を選択できるよう、
市内事業者や関係機関等との連携強化や企業支援
等を通して、労働環境の充実を図ります。

■	 女性・若者・高齢者・障がい者等の活躍推進へ、
多様な働き手のニーズに対応した情報提供や就職
の機会の実現に向けた支援を実施します。

■	 市内事業者の活発な事業活動を促進するため、安
定した経営基盤の整備について、事業者の状況の
変化に応じて、多様な主体と連携した速やかな支
援を実施するとともに、生産者、事業者、消費者
等の交流の機会を充実することなどにより、新たな
価値の創出を目指します。

■	 創業前から成長期に至るまで、関係機関と連携し
て継続した支援を実施することにより、創業しやす
い環境整備に取り組みます。

■	 農地の維持が困難となっている農業や、漁獲量が
減少し続けている水産業の振興のため、関係機関
をはじめさまざまな主体と連携し、本市にとって最
適な農水産業維持の手法を確立します。また、競
争力向上の追及や農水産業の中心的な担い手への
支援、消費者と生産者とのさらなる関係構築強化
を目指します。

■	 地域の稼ぐ力と魅力の向上を促進するため、地元
産品等のブランディング化や観光振興団体等が行
うさまざまなイベントの実施により、地域資源を最
大限に生かしたまちなか観光の充実を図ります。

■	 効果的かつ効率的な情報発信等による誘客を図
り、地域が持続的に発展していくための観光振興
に取り組みます。

■	 市内外から多くの人に訪れてもらえるよう、さまざま
な施設等を拠点としたにぎわいの創出を目指します。

第2編  > 第5章  政策目標
2　地域が活力にあふれ、交流とにぎわいのあるまち

　

働
き
方
改
革
や
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
働
き
方
が
多
様
化
し
て

い
ま
す
。
在
宅
で
仕
事
を
す
る

だ
け
で
な
く
、
茅
ヶ
崎
市
に
は

海
や
里
山
が
楽
し
め
る
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
比
較
的
都
心

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
い
地
域
で

あ
る
こ
と
か
ら
、「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
う
新
た
な
働
き

方
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
！

サ
ー
フ
ィ
ン
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
等

を
楽
し
ん
だ
後
に
、
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
で
テ
レ
ワ
ー
ク
！

時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ
ず
非

日
常
を
感
じ
な
が
ら
、
あ
な
た

に
あ
っ
た
働
き
方
を
見
つ
け
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

自分らしい働き方、
働く場所を

見つけてみませんか?

みんなで行
アクション

動 !
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政策目標

2030年の
ありたい姿

地
域
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

を
抱
え
る
市
民
に
対
し
、
多
様
な

主
体
の
連
携
に
よ
る
分
野
横
断
的
な
支

援
体
制
が
構
築
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
居
場
所
づ
く

り
や
健
康
づ
く
り
、
個
性
や
能
力
に
応

じ
た
活
躍
の
場
づ
く
り
が
地
域
で
一
体

的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
で
、
年
齢
や

経
済
状
況
、
障
が
い
の
あ
る
な
し
な
ど

に
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
一
人
が
地
域
の

一
員
と
し
て
健
康
で
心
豊
か
に
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
社
会
が
実
現
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
営

等
、
生
活
に
お
け
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
（
※
）
が
充
実
し
て
い
る
と
と
も
に
、

安
心
し
て
医
療
や
介
護
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
地
域
の
体
制
が
整
っ
て
お
り
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
生

涯
に
わ
た
り
健
や
か
な
人
生
を
送
っ
て

い
ま
す
。

01

共
に
見
守
り
支
え
合
い
、

誰
も
が
健
康
に
暮
ら
す
ま
ち

関連SDGs

成果指標
現状値

令和元年度
（2019）

中間目標値
令和7年度
（2025）

最終目標値
令和12年度
（2030）

①
「地域における支え合いの仕組みや、
自分らしく暮らせる環境」への市民
の満足度

22.8% 22.8% 25%

② 「健康を守るための保健衛生や医療
体制」に対する市民の満足度 24.9% 24.9% 26%

③
「誰もが安心して暮らすためのセーフ
ティネット（※）」に対する市民の満
足度

16.3% 16.3% 18%

※
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
：

病
気
や
け
が
、
失
業
等
に

よ
り
困
窮
し
た
場
合
に
、

最
悪
の
事
態
か
ら
保
護
し
、

最
低
限
の
生
活
を
保
障
す

る
仕
組
み
の
こ
と
。
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取り組みの方向性

02

■	 誰もが住み慣れた地域で安心し
て自分らしい生活を送ることが
できるよう、地域福祉の担い手
の育成に取り組み、地域の主体
的な福祉活動を支援するととも
に、地域における信頼や絆

きずな

を育
み、互いに見守り支え合う仕組
みと専門機関を含めた包括的な
相談支援体制を構築し、地域
共生社会の実現を目指します。

■	 高齢者がいつまでも健やかに
生活できるよう、それぞれの健
康状態に応じた支援の充実を
図るとともに、地域における多
様な居場所づくりへの支援や
活躍の場づくりなど、社会参加
の機会を創出し、充実したセカ
ンドライフを送ることができる
環境を整備します。

■	 障がいのあるなしにかかわら
ず、一人一人の個性が尊重され、
自分らしい生活を送ることがで
きるよう、それぞれの能力や特
性に応じたきめ細かい支援を
実施するとともに、地域におけ
る障がいへの理解を深め、居
場所や活躍の場づくりなど、社
会参画の機会を創出します。

1 支え合う地域共生社会の
実現

■	 地域のネットワークをはじめとする社会関係資本（※）を活
用した地域保健基盤を強化し、市民が安心して暮らすこと
ができるよう、地域保健対策を推進します。

■	 公衆衛生（※）の水準を向上させるため、地域での総合的
な政策展開を図るとともに、日ごろから健康危機管理体制
の構築や監視・指導等を行い、きめ細かな保健衛生サー
ビスを提供します。

■	 市民自らの主体的な健康づくりを促進するため、それぞれ
のライフステージに応じた、健康づくりに関する支援を充
実します。

■	 高まる医療需要を見据え、地域の医療機関との連携およ
び役割分担を推進し、市民の健康を守るために必要な医
療提供体制を確立します。

■	 生活困窮者の生活安定と自立に向
け、支援を実施します。

■	 介護保険や国民健康保険等の適正
な運営に努め、誰もが安心して暮ら
すことのできるセーフティネット（※）

の充実を図ります。

2 保健衛生・医療体制の
充実 3 社会保障制度の適正な

運営

※社会関係資本：
「信頼」「社会規範」「ネットワー
ク」など、人々の協調行動の
活性化により、社会の効率性
を高めることができる社会組
織に特徴的な資本のこと。

※公衆衛生：
地域社会において、人々の疾
病を予防し、健康を保持・増
進するため、公私の機関によっ
て組織的に行われる衛生活動
のこと。
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3　共に見守り支え合い、誰もが健康に暮らすまち

　

平
均
寿
命
が
延
び
る
中
、
い

つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
生
活
す

る
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

課
題
に
気
づ
き
、
健
康
を
維
持

す
る
た
め
の
行
動
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
1
日
3
食
欠

か
さ
ず
食
事
を
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
の
食
品
を
取
り
入
れ
る

と
と
も
に
、
散
歩
や
体
操
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
し
て
積
極
的

に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
1
年
に
1
回
、
健
康
診
断

を
受
け
、
病
気
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

人生100年時代！
健やかに過ごすための

健康づくり

みんなで行
アクション

動 !
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政策目標

2030年の
ありたい姿

誰
も
が
生
涯
に
わ
た
り
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
希
望
に
沿
っ
た

学
び
や
交
流
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
加
え
て
、
一
人
一
人
が
学
ん
だ

知
識
や
技
術
を
社
会
生
活
に
生
か
す
こ

と
の
で
き
る
場
や
機
会
が
あ
り
、
地
域

に
お
い
て
多
様
な
人
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
文
化
・
芸
術
活
動
や
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
親
し
む
と
と
も
に
、
地
域
の

歴
史
や
伝
統
の
継
承
、
国
内
外
の
都
市

と
の
交
流
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
市

民
は
心
豊
か
に
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

こ
う
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
通

し
て
、
国
籍
・
人
種
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
※
）・

世
代
・
宗
教
・
習
慣
等
を
問
わ
ず
、
誰

も
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
お
互
い

を
受
け
入
れ
、
認
め
合
う
ま
ち
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

01

関連SDGs

誰
も
が
い
つ
で
も
学
べ
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
ま
ち

成果指標
現状値

令和元年度
（2019）

中間目標値
令和7年度
（2025）

最終目標値
令和12年度
（2030）

①
「学びの機会や文化・芸術、スポー
ツに触れる機会」に対する市民の満
足度

28.9% 28.9% 31%

②
「多様性を認め、お互いを尊重し合
う社会の実現」に対する市民の満足
度

17.5% 17.5% 21%

第2編  > 第5章  政策目標

※
ジ
ェ
ン
ダ
ー
：

生
物
学
的
な
性
別
で
は
な

く
、
社
会
的
・
文
化
的
に

つ
く
ら
れ
た
性
別
の
こ
と
。

第
2
編
　
総
合
計
画

資
料
編

第
1
編
　
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
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取り組みの方向性

02

■	 誰もが生涯を通して、いつでも自らの希望に応じた
知識や技術を習得できるよう、さまざまな学習の場
や多様な人が交流する機会を創出します。

■	 人や物、自然、歴史、文化等のさまざまな資源を
生かした学習を通じて、子どもから大人までが学び
合い育ち合う社会教育を推進します。

■	 心豊かな暮らしを送ることができるよう、文化・芸
術に触れる機会の充実を図るとともに、文化・芸術
により生み出されるさまざまな価値を活用し、地域
文化の創造を促進します。

■	 誰もが生涯を通して、いつでも気軽にスポーツを楽
しみ、心身共に充実した暮らしを送ることができる
よう、スポーツをする環境づくりを推進します。

■	 異なる環境に暮らす人々の生活や文化を理解し、相
互に尊重する心を醸成するため、さまざまな都市や
そこに暮らす人 と々交流する機会を創出します。

■	 誰もが地域社会の一員として共に暮らし、誰にとっ
ても住みよい多様性が保障された社会の実現を目指
します。

■	 男女が対等な立場であらゆる分野に参画すること
ができ、その能力や個性を十分に発揮するととも
に、互いに協力し、責任を分かち合いながら暮らす
ことができる社会の実現を目指します。

2 多様性を認め、
尊重し合う社会の実現

1 学びの機会の充実と
地域文化の創造の促進

第2編  > 第5章  政策目標
4　誰もがいつでも学べ、生きがいを持って自分らしく暮らすまち

　

誰
に
と
っ
て
も
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
は
、
み
ん
な
が
人

権
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
ち
、

お
互
い
に
「
か
け
が
え
の
な
い

一
人
の
人
間
」
で
あ
る
こ
と
を

認
め
、
尊
重
し
合
い
、
共
に
暮

ら
す
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

地
域
に
住
む
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
が
日
常
生
活
の
中
で
感
じ

る
悩
み
や
生
き
づ
ら
さ
を
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
理
解

し
、
学
び
合
い
、
誰
も
が
自
分

ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

誰もがみんな
「かけがえのない

一人の人間」

みんなで行
アクション

動 !
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政策目標

2030年の
ありたい姿

01

関連SDGs

豊
か
な
自
然
と
共
存
し
、

心
地
よ
い
生
活
環
境
の
あ
る
ま
ち

成果指標
現状値

令和元年度
（2019）

中間目標値
令和7年度
（2025）

最終目標値
令和12年度
（2030）

① 「自然環境の保全や、生物多様性（※）
の維持」に対する市民の満足度 45.7% 45.7% 46%

②
「持続可能な社会の実現に向けた環
境負荷の低減」に対する市民の満
足度

32.4% 32.4% 36%

③ 「心地よく暮らせる生活環境」への
市民の満足度 41.4% 41.4% 43%

豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
し
、
環

境
負
荷
を
低
減
す
る
暮
ら
し
や

事
業
活
動
が
営
ま
れ
、
生
物
多
様
性
（
※
）

が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
丘
陵
地
域
だ

け
で
な
く
、
市
街
地
に
お
い
て
も
、
農

地
や
社
寺
林
（
※
）、
屋
敷
林
（
※
）、
公
園

緑
地
等
の
み
ど
り
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
然
と
共
生
す
る
環
境
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
岸
や
里
山
、
歴
史
的
に
価

値
の
あ
る
建
造
物
等
、
自
然
環
境
や
歴

史
・
文
化
的
環
境
と
市
街
地
環
境
が
調

和
し
た
、
茅
ヶ
崎
ら
し
い
景
観
が
保
全
・

活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
公
園
や
公
共

下
水
道
等
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
が
計
画
的

に
整
備
・
維
持
管
理
さ
れ
る
な
ど
、
自

然
と
共
存
し
た
心
地
よ
い
生
活
空
間
を

創
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

※
生
物
多
様
性
：

生
き
も
の
の
豊
か
さ
の
こ

と
。「
生
態
系
の
多
様
性
」

「
種
の
多
様
性
」「
遺
伝
子

の
多
様
性
」
と
い
う
三
つ

の
レ
ベ
ル
で
の
多
様
性
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

※
社
寺
林
：

神
社
や
寺
が
敷
地
内
に
所

有
す
る
森
林
の
こ
と
。

※
屋
敷
林
：

家
の
建
っ
て
い
る
敷
地
に

形
成
さ
れ
た
林
の
こ
と
。
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取り組みの方向性

02

1

2

自然環境の
保全

心地よい
生活環境の形成

環境負荷の
低減

■	 海岸や河川、里山のみどりなど、豊かな自然環境
を保全・活用し、次代へと継承します。

■	 生物多様性（※）を維持し、次代へ継承するため、
多様な主体と連携して、生きものの生息・生育状
況の把握やその維持を図るとともに、活動の担い
手づくりを推進します。

■	 自然や歴史、文化等、茅ヶ崎の風土から培われた
さまざまな資源を生かした、魅力的な景観の保全・
活用・形成を図るとともに、次代へと継承します。

■	 身近にあるみどりに触れ合うことで、心豊かな生活
を送ることができるよう、公園や緑地の計画的な整
備や地域に合った管理運営に努めます。

■	 誰もが心地よく暮らせるよう、空き家や空き地の発
生抑制や適正な管理を推進するなど、地域の良好
な住環境を確保するための取り組みを推進します。

■	 良質な生活環境を確保するとともに、河川や海等の公
共用水域の水質を保全するため、公共下水道汚水施設
等を計画的に整備・維持管理・更新し、下水の適正処
理を推進します。

■	 循環型社会（※）の形成に向け、ごみの発生抑制や
減量化・資源化を推進するとともに、発生したごみ
の適正な処理を行います。

■	 環境負荷が少ない、持続可能な社会の実現に向け、
省エネルギー対策や再生可能エネルギー（※）の活
用等、地球温暖化・気候変動対策を推進します。

3

※循環型社会：
環境への負荷を減らすため、有
限である資源を繰り返し利用し、
天然資源の消費を抑制すること
で、破棄されるものを最小限に
抑える社会のこと。

※�再生可能エネルギー：
太陽光や風力、水力等の非化石
エネルギー源のうち、エネルギー
源として永続的に利用すること
ができるもの。
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5　豊かな自然と共存し、心地よい生活環境のあるまち

　

今
や
世
界
的
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
。

「
２
０
５
０
年
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
魚
の
量
を
上
回
る
」
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
き
ち
ん
と

ご
み
を
分
別
す
る
の
は
も
は
や

当
た
り
前
。
こ
れ
か
ら
は
〝
い

か
に
ご
み
を
発
生
さ
せ
な
い
よ

う
に
す
る
か
〟。
美
し
い
海
を
守

る
た
め
、
一
人
一
人
が
気
軽
に

で
き
る
行
動
や
ア
イ
デ
ア
を
新

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て

取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
ス
ト
ロ
ー

を
断
っ
た
り
、
マ
イ
バ
ッ
グ
・

マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
ち
歩
け
ば
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

環境に負荷をかけない
ライフスタイルを
実践しましょう！

みんなで行
アクション

動 !
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安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

強
く
し
な
や
か
な
ま
ち

政策目標

関連SDGs

2030年の
ありたい姿

成果指標
現状値

令和元年度
（2019）

中間目標値
令和7年度
（2025）

最終目標値
令和12年度
（2030）

①
「災害から生命・財産を守るための
防災や減災への対策」に対する市民
の満足度

28.9% 28.9% 33%

②
「生命・財産を守るための火災や救
急への対策」に対する市民の満足
度

30.0% 30.0% 33%

③
「暮らしの安全・安心の確保に向け
た防犯や交通事故防止への対策」
に対する市民の満足度

25.9% 25.9% 29%

01
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市
民
一
人
一
人
が
「
自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
」
と
い
う
認
識
の
下
、

日
頃
よ
り
災
害
に
備
え
た
取
り
組
み
を
積

極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
が

互
い
に
助
け
合
う
高
い
防
災
意
識
が
醸
成

さ
れ
、
充
実
し
た
防
災
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

自
然
災
害
等
の
危
機
事
態
が
発
生
し
て

も
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
や
行
政
機
能
等
の
社

会
機
能
が
維
持
さ
れ
る
「
強
さ
」
と
、
迅

速
な
復
旧
・
復
興
を
図
る
こ
と
の
で
き
る

「
し
な
や
か
さ
」
を
持
っ
た
安
全
・
安
心

な
地
域
社
会
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
個

人
、
自
主
防
災
組
織
、
行
政
等
の
各
主
体

が
互
い
の
役
割
を
理
解
し
合
い
、
補
完
し

合
う
協
力
連
携
体
制
が
整
っ
て
お
り
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
の
規
模
・

種
別
に
応
じ
、
迅
速
か

つ
的
確
に
対
応
で
き
る

消
防
・
救
急
体
制
が
構

築
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
を
脅
か
す
犯
罪
や
交
通

事
故
の
未
然
防
止
に
向
け
て
は
、
多
様
な

主
体
の
連
携
に
よ
る
意
識
啓
発
等
の
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
一
人
一
人
に
主
体
的
な
問
題
と
し
て

捉
え
る
意
識
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

頃
、
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
さ
ま
ざ
ま
な

不
安
や
悩
み
を
持
つ
市
民
が
、
そ
の
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
市
民
相
談
、
消
費

生
活
相
談
等
を
気
軽
に
利
用
す
る
機
会
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
、
誰
も
が
安

全
で
安
心
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

第
2
編
　
総
合
計
画

資
料
編

第
1
編
　
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
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取り組みの方向性

1

2 3

防災・減災対策の
推進

消防・救急体制の
構築

暮らしの安全・安心の
確保

関 係 機 関と連 携し、
災害等の危機事態の
発生に備えた取り組み
を進め、危機事態に
迅速かつ円滑に対応
できる体制を整えるこ
とで災害対応を含め
た危機事態への対応
力の強化に取り組み
ます。

河川、公共下水道施
設、道路、橋りょうな
ど、防災機能を有する
施設の計画的な整備・
維持管理や防災空間
の整備、建築物の耐
震化等により、恒久
的に災害に強いまちづ
くりを目指します。

火災予防に関する積極的
な情報発信や、救命に関
する技術や知識を習得す
る機会を提供することで、
防火・救命に関する市民
の理解と意識の向上を促
進し、まち全体の消防・
救急体制の強化を図りま
す。

大規模災害から速や
かに復旧・復興できる
よう、平時から関係
機関等との連携体制
を整備します。

住民の生命と財産を災
害から守るため、公助と
して防災対策の充実に
努めつつ、社会全体の
防災意識の向上を図り、
住民の自発的な防災活
動の促進と自主防災組
織等の実践的かつ効果
的な活動の支援に取り
組みます。

人口減少や高齢化の進展
等による社会の変化に対
応し、効果的かつ効率的な
消防業務を行うため、職員
の人材育成や他の自治体
との連携により強固な体制
を構築するとともに、消防
団（※）等との連携・協力
体制を強化し、総合的な
消防力の向上を図ります。

子どもから高齢者まで、誰もが安全
で安心した生活を送ることができる
よう、関係機関と連携し、犯罪や交
通事故等の状況に応じて、その被害
を未然に防止するための啓発活動等
の内容の充実を図るとともに、市民
が抱える複雑化、多様化する不安や
悩みに対し、解決に向けた相談の充
実を図ります。

02

※�消防団：
常勤の消防職員とは異なり、火災や大規模災害発生時に自宅
や職場から現場へ駆けつけ、その地域での経験を生かした消
火活動・救助活動を行う、非常勤特別職の地方公務員のこと。
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6　安全で安心して暮らせる、強くしなやかなまち

　

災
害
時
に
は
誰
が
被
災
す
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
自
分
が
助
か
っ
た
ら
、

ま
ず
は
隣
近
所
に
一
声
掛
け
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
自
分
が
け
が
を
し
た
り
、

被
災
し
た
り
し
た
ら
、
隣
近
所
や

避
難
所
で
助
け
を
求
め
ま
し
ょ

う
。

　

ご
近
所
同
士
の
あ
い
さ
つ
や
声

掛
け
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
な
ど
、
日
頃
か
ら
少
し
ず
つ
意

識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
助
け
上
手
」「
助
け
ら
れ
上

手
」
に
な
っ
て
、
激
甚
化
す
る

災
害
か
ら
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

災害時に備え、
「助け上手」「助けられ上手」

になりましょう！

みんなで行
アクション

動 !
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政策目標

成果指標
現状値

令和元年度
（2019）

中間目標値
令和7年度
（2025）

最終目標値
令和12年度
（2030）

① 「機能的で秩序のある都市づくり」
に対する市民の満足度 35.1% 35.1% 40%

② 「快適で利便性の高い移動環境の形
成」に対する市民の満足度 36.0% 36.0% 38%

海
岸
や
里
山
等
の
自
然
環
境
と
、
住

宅
地
や
商
業
地
等
の
市
街
地
が
適

正
に
配
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生

か
し
た
都
市
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
茅
ヶ
崎
市
の
魅
力
が
引
き
出
さ

れ
た
機
能
的
な
都
市
空
間
が
形
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
幹
線
道
路
や
環
状
道
路
等
の

道
路
網
は
計
画
的
に
整
備
・
維
持
管
理

さ
れ
、
安
全
で
快
適
な
道
路
交
通
基
盤

が
確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
特
性

を
踏
ま
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
移
動
環
境
や

歩
行
空
間
に
よ
り
、
人
々
が
安
心
し
て
気

軽
に
外
出
で
き
る
都
市
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

01

関連SDGs

利
便
性
が
高
く
、

魅
力
的
な
都
市
空
間
が
整
う
ま
ち

2030年の
ありたい姿
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取り組みの方向性

02

■	 地域の特性を踏まえた秩序ある土地利用を誘導し、
自然環境と市街地環境の調和がとれた都市づくり
を推進します。

■	 さまざまな機能が集約した利便性の高い都市拠点
の形成を促進するとともに、居心地のよい空間の
形成を目指します。

■	 今後、人口減少の進行が想定される中、将来にわ
たって都市機能を維持していくため、効率的な既存
ストック（※）の利活用や維持管理・更新を推進し
ます。

2 利便性の高い
移動環境の形成

1 機能的な
都市空間の形成

※既存ストック：
市街地で、今まで整備されてきた道路、公園、下水道等の都
市基盤施設や、住宅、商業施設、業務施設、工業施設のこと。
※ユニバーサルデザイン：
製品や建物、環境等をあらゆる人が利用できるようにデザイン
すること。

※都市計画道路：
都市の根幹的な施設として、都市計画法に基づく都市計画決
定による道路のこと。人や自動車交通等の移動を支える「交通
機能」、都市構造や街区の形成等を担う「市街地形成機能」、
都市の防災性向上や上下水道等のライフラインの収容等を担う

「空間機能」等、多様な機能を有する。

※幹線市道：
国道や県道とともに幹線道路網を形成する、市の骨格となる
道路のこと。

■	 誰もが快適に移動できるようユニバーサルデザイン
（※）に配慮した、より利便性が高く、歩きたい、出掛
けたいと思える空間づくりを推進します。

■	 日常生活や地域間における移動の利便性向上、交
通の円滑化を図るため、都市の骨格となる都市計
画道路（※）を主とした幹線道路、環状道路やそれ
を補完する幹線市道（※）等の計画的な整備・維持
管理に努めます。

■	 多様化する移動のニーズなどを踏まえ、新たな移動
手段や持続可能な公共交通のあり方を検討し、さ
まざまな移動手段を選択できる環境づくりを推進し
ます。

第2編  > 第5章  政策目標
7　利便性が高く、魅力的な都市空間が整うまち

　

自
転
車
は
5
㎞
以
内
の
移
動

な
ら
最
も
所
要
時
間
が
短
い
移

動
手
段
で
す
。
6
㎞
四
方
の
コ

ン
パ
ク
ト
な
茅
ヶ
崎
に
お
い
て

自
転
車
は
最
も
合
理
的
な
移
動

手
段
と
い
え
ま
す
。

　

自
転
車
は
、
足
腰
も
鍛
え
ら

れ
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
う
つ
病

予
防
な
ど
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

や
生
活
習
慣
病
予
防
に
も
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
そ
の
移
動
を
自
転
車
で

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
新
た
な

発
見
が
あ
る
は
ず
で
す
。

自転車の魅力を再度、
体感してみませんか？

みんなで行
アクション

動 !
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多
様
化
・
複
雑
化
す
る
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
て
、
市
民
と
行
政
が

お
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
、
適
切
な
役
割

分
担
と
強
い
信
頼
関
係
の
下
、
情
報
の
共

有
と
対
話
が
活
発
に
行
わ
れ
、
市
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
口
構
成
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
効
果

的
な
情
報
発
信
に
よ
っ
て
茅
ヶ
崎
市
に
対

す
る
認
知
・
関
心
・
共
感
が
高
ま
り
、
幅

広
い
世
代
の
定
住
が
促
進
さ
れ
、
多
世
代

が
共
生
し
て
い
る
ま
ち
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

　

ま
た
、
民
間
活
力
の
活
用
や
先
進
的
な 

I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）
を
取
り
入
れ

た
業
務
の
効
率
化
、
公
共
施
設
の
適
正
な

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
職
員
の
資
質
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
、
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
解
決
す
べ
き
課
題
の
優
先
順
位
を
明

確
に
し
、
事
業
の
重
点
化
等
に
よ
り
適
正

な
資
源
配
分
の
実
施
と
、
財
源
の
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
に
よ
り
、
将
来

の
世
代
に
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
健
全
な
財
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

01

関連SDGs

将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
た
行
政
経
営

2030年の
ありたい姿

成果指標
現状値

令和元年度
（2019）

中間目標値
令和7年度
（2025）

最終目標値
令和12年度
（2030）

① 「市民主体のまちづくり」に対する
市民の満足度 22.5% 22.5% 24%

② 「行政運営の基盤の確保」に対する
市民の満足度 19.5% 19.5% 22%

③
経常収支比率

（経常的収入に対して、経常的支出が占
める割合をはかる指標。財政の弾力性
を示す。）

99.4% 99.4% 99.2%

政策目標

第2編  > 第5章  政策目標

第
2
編
　
総
合
計
画

資
料
編

第
1
編
　
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て

62Chigasaki City

第
5
章
　
政
策
目
標



取り組みの方向性

02

■	 誰もが地域の一員として、まちづくりに参画できるよう、
積極的な情報発信や対話の場の創出等を促進します。 

■	 市民が主体的に自らの地域の課題を解決することができ
るよう、継続的に地域コミュニティへの支援を行います。 

■	 さまざまな分野において活動する多様な主体がお互
いの立場を尊重し、適切な役割分担の下、連携・
協力したまちづくりを推進します。 

■	 限りある経営資源を効果的かつ効率的に活用する
ため、取り組みの優先順位や成果を見定め、選択
と集中の観点から適正な資源配分に努めます。 

■	 今後、さらに厳しい財政状況が予測される中、財
政の健全性をしっかりと確保し、将来の世代に過
度な負担を先送りしない持続可能な基礎自治体と
してあり続けるために、中長期的な視点に立った
計画的な財政健全化対策を推進します。

■	 独自性を持った自治体経営を行うため、まちの特
性や地域資源、環境等を見極め、新たな財源の
創出に努めます。

■	 質の高い行政サービスに向けて、民間活力の積極的
な活用や先進的な ICT（情報通信技術）による行政
事務のデジタル化を推進し、業務の効率化や利便性
の向上を図ることにより、多様な市民ニーズに迅速
に対応します。 

■	 社会が成熟する中、単一の自治体だけでは解決が
難しい新たな課題も発生していることを踏まえ、周
辺自治体をはじめとした他の自治体と連携を強化
し、課題解決に向けた取り組みを推進するとともに、
効果的かつ効率的にサービスを提供します。 

■	 適切な公共サービスの提供と安定した財政運営を両
立するため、公共建築物を総合的に把握し、老朽化
に伴う施設の更新需要に計画的に対応します。 

■	 多様化・複雑化する市民ニーズを的確に捉え、視野を
広げて柔軟に対応することができるよう、政策形成能
力や課題解決能力、コミュニケーション能力、危機管
理意識の醸成等、職員の資質向上や組織づくりに努め
ます。 

■	 職員一人一人が仕事にやりがいと誇りを持ち、持てる
力を最大限発揮できる組織体制および職場環境の
整備に努めます。 

■	 定住・転入を促進し、持続可能なまちづくりを目指す
ため、市民や事業者等と一体となって連携・協働し、
まちの魅力の情報発信を推進します。 

2 行政運営の
基盤の確保

1

3

市民主体の
まちづくりの推進

財政の
健全性の確保

　

私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
で
は
、
自
治

会
や
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
、
市
民
活
動

団
体
な
ど
が
茅
ヶ
崎
を
よ
り
よ
い
ま
ち

に
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
課
題
解
決
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

市
民
活
動
団
体
の
活
動
は
福
祉
や
文
化
、

環
境
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
誰
で

も
気
軽
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な

活
動
は
、
市
民

活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
団

体
の
紹
介
や
活

動
に
関
す
る
情

報
提
供
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
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将来都市像の実現に向けた行政経営

皆さんの知識や経験をよりよい
まちづくりに生かしてみませんか？

みんなで行
アクション
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● ● ● ●

● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ●

● ● ●

●

● ● ●

● ● ● ●

● ●

● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ●

政策目標とSDGsの関係 

本表は、「茅ヶ崎市総合計画」                                 の各政策目標における取り組みの方向性と SDGs の 17 のゴールの関連性を整理し、表にまとめたものです。 

～各分野が関連する SDGs の主な目標～ 
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政策目標 取り組みの方向性 

1 子どもが希望を持って健やかに成長
し、次代を担うひとが育つまち

子ども・若者・子育て支援の充実 ● ● ● ●

未来を拓
ひら

く力を育む教育の推進 ●

2 地域が活力にあふれ、交流とにぎわ
いのあるまち

地域経済の活性化 ● ●

多様な働き方と働く場の創出 ● ●

3 共に見守り支え合い、誰もが健康に
暮らすまち

支え合う地域共生社会の実現 ● ●

保健衛生・医療体制の充実 ● ●

社会保障制度の適正な運営 ●

4 誰もがいつでも学べ、生きがいを
持って自分らしく暮らすまち

学びの機会の充実と地域文化の創造の促進 ●

多様性を認め、尊重し合う社会の実現 ●

5 豊かな自然と共存し、心地よい生活
環境のあるまち

自然環境の保全 ●

環境負荷の低減

心地よい生活環境の形成

6 安全で安心して暮らせる、強くしな
やかなまち

防災・減災対策の推進 ●

消防・救急体制の構築 ●

暮らしの安全・安心の確保 ● ●

7 利便性が高く、魅力的な都市空間が
整うまち

機能的な都市空間の形成 

利便性の高い移動環境の形成

将来都市像の実現に向けた行政経営

市民主体のまちづくりの推進

行政運営の基盤の確保 

財政の健全性の確保

本表は、「茅ヶ崎市総合計画」                                 の各政策目標における取り組みの方向性と SDGs の 17 のゴールの関連性を整理し、表にまとめたものです。 
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